
津駅周辺道路空間検討委員会 
（第３回）議事要旨 

 
１．日 時 令和４年３月１日（火） １４：３０～ 

 

２．場 所 アスト津 ４階 アストホール 

 

３．委 員 別紙のとおり 

 

４．議 事 

１）津駅周辺道路空間の整備方針（案） 

 

５．委員からの意見 

１）津駅周辺道路空間の整備方針（案）について 

・今年度は主に津駅の東口を中心に議論・検討を行ってきたが、今後、具体化をはかってい

く際には、西口にもフォーカスをあてて、津駅全体として計画を検討していきたいと考え

ている。（三重県県土整備部 部長） 
 

・令和 4 年度の津市の市政テーマは「夢を語り、挑む都市づくり」であり、将来のインフラ

整備として、津駅西口の再整備に向けた調査を実施予定である。また、津駅周辺道路空間

の検討、大門・丸之内地区の未来ビジョンづくりにより、中心市街地の未来に向けた検討

を進めていく予定である。（津市都市計画部 部長） 
 
・整備効果（案）を策定できたということは、大きな方向性を示し、国土交通省・三重県・

津市と足並みを揃えて検討を実施していくという重要なステップとなったと考えている。

県都としての津駅周辺に活力をもたらせるよう、国土交通省としては、引き続き必要とな

る調査・検討を進める予定である。（国土交通省三重河川国道事務所 所長） 
 
・三重県は、自家用車の利用がとても多いため、カーボンニュートラルを見据え、行政・民

間が一体となった公共交通機関の利用促進が必要である。また、リニア中央新幹線駅の亀

山市への誘致も検討されており、亀山市から県都となる津市へ来訪していただけるよう、

まちづくりをより一層進めていただきたい。（三重県トラック協会 専務理事） 
 
・津駅のバス乗降場は東口と西口に別れているため、利用者への案内誘導の観点で懸念して

いたが、発災時を考慮するとリダンダンシーの確保にもつながるのではと考える。また、

津市は県都であるので、渋谷駅のハチ公のように象徴的なものを整備できることが望まし

い。加えて、海外の道路空間は日本に比べ、歩行者の空間が広く確保されている。津駅周

辺においてもそのような空間を確保し、にぎわいや活気を創出できるとよい。（三重県バ

ス協会 専務理事） 
 
・津まつり等のイベント開催時には老若男女問わず多くの方でにぎわう。一方で、平日は人

の流れがあるが、通常の週末や連休などは閑散としている。津駅が人の流れをつくること

によって、若者や高齢者も集えるような空間となることを期待している。（津商工会議所 
女性会会長） 

 
・整備方針については、要望を端的にまとめていただいており、今後に期待している。津駅

周辺の観光資源へのアクセス性の向上や案内誘導の充実が重要であると考えている。ま

た、東西自由通路については、災害時の避難場所としての活用も想定したスペースの確保

など、防災の観点も含めて今後も検討を進めてほしい。（津市観光協会 専務理事） 
 
 



・人口減少が全国的にも課題となっていることに加え、コロナ禍による生活様式の変化も相

まって交通需要が減少している状況である。一方で、交通需要が減ったとしても、一人当

たりの滞在時間が増加すれば、空間として滞在する人の量も増えるため、まちとしての賑

わいが創出できるのではないかと考える。津駅周辺だけでなく、津市全体のまちの賑わい

を創出するためには、公共交通事業者や周辺企業の協力が必要であり、総合的に検討を行

うことが望ましい。（近畿大学工業高等専門学校 教授） 
 
・リニア中央新幹線駅の亀山市への誘致が検討されており、三重県全体の各地に観光やビジ

ネスなど多くの目的で来訪いただくことが重要である。そのためには、鉄道だけでなく、

バスやタクシー等を含めた県全体としての交通体系を検討する必要があり、その中で津駅

をどのように位置づけるかが重要であると考えている。（三重県県土整備部 部長） 
 
・リニア中央新幹線駅への誘致による津市への影響や、リニア中央新幹線に対する津市民の

意見・要望等について、市としても調査・検討を予定している。また、リニア中央新幹線

駅となる亀山、津駅、空の玄関口となる津なぎさまちというような、広域的な交通体系に

ついても検討を行っていきたい。（津市都市計画部 部長） 
 
・整備方針の内容に異議がございませんので、本委員会としては、津駅周辺道路空間の整備

方針案は妥当であるという結論とします。（三重短期大学生活科学科 教授） 
→整備方針（案）を承認する。（他 出席委員） 
 

以 上 
 



 

別紙 


